
ジム・エース

SUPERGスーパーG

鋼製床下地材



SOMENO

私たちの技術が
我が国のスポーツフロアを支えています。

1969年に誕生した日本初の金属製床下地構成材を原点に、

スポーツフロアのパイオニアとしての足跡を重ねてきた染野製作所は、

その卓越した研究開発力により、つねに独創的な商品を創造してきました。

もっと安全に、高機能に、そして快適に。

頂点を目指してきた私たちの軌跡は、さらに未来へ向けて

まだ誰も到達しえない未踏のフィールドを歩みつづけます。
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●東京体育館

●アダストリアみとアリーナ ●北海きたえーる●高崎アリーナ

ジム・エース

SUPERGスーパーG

鋼製床下地材

ジム・エース「スーパーG」は、優れた緩衝性と反撥性を組合

せた疲労やケガの少ない安全で運動しやすい床です。弊社は

優れた技術と開発力で、あらゆるスポーツ、イベントで使用する

ための安全で快適な床を提供しています。
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●東京体育館

大型積層材 t18等
またはフローリングボード等

捨張り合板 t15

デッキプレート
UA75×t=1.6

デッキプレート
UA75×t=1.6

ビス止め

保護装置付
緩衝材

大引
□-100×100×3.2 @1,200

調整ボルト M22 調整ボルト M22

支持脚
48.6×2.3
＠1,200×1,200

支持脚
48.6×2.3
＠1,200×1,200

＠1,200 ＠1,200

あと施工アンカーW½ あと施工アンカーW½

大引
□-100×100×3.2
@1,200

～18 26
.2

15
75

45
10
0

大型積層材 t18等
またはフローリングボード等

捨張り合板 t15

＠1,200 ＠1,200

ジム・エース

SUPERGスーパーG

鋼製床下地材

5000形 仕 様 集中荷重対応

ジム・エース・スーパーG5000形（5トン用）
(大引の仕様については・支持脚のピッチと
荷重条件によって設定して下さい）
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●代々木第二体育館

大型積層材 t18等
またはフローリングボード等

捨張り合板 t15

デッキプレート
UA75×t=1.2 保護装置付

緩衝材

大引
□-75×75×3.2 @1,200

調整ボルト M20

支持脚
48.6×2.3
＠1,200×1,200

あと施工アンカーW½

～18 26
.2

15
75

25
75

＠1,200 ＠1,200

デッキプレート
UA75×t=1.2

ビス止め

調整ボルト M20

支持脚
48.6×2.3
＠1,200×1,200

あと施工アンカーW½

大引
□-75×75×3.2
@1,200

大型積層材 t18等
またはフローリングボード等

捨張り合板 t15

＠1,200 ＠1,200

集中荷重対応
ジム・エース

SUPERGスーパーG

鋼製床下地材

3000形 仕 様

ジム・エース・スーパーG3000形（3トン用）
(大引の仕様については・支持脚のピッチと
荷重条件によって設定して下さい）
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緩衝材 運動競技時
65

30

100

■ジム・エース《スーパーG》 ■従来の工法
フローリングボード t18～26.2

～

根太
（デッキプレート）

大引
□-100×100×3.2＠1,200

保護装置付緩衝材

捨て張り合板 t15

18 26
.2

15
75

25
-4
5

10
0

フローリングボード t18～26.2
捨て張り合板 t15

根太

根太パッキング

緩衝材

大引

特長.1
あらゆるスポーツ・イベントの安全性と快適性を追求したフロア・システム

　近年、スポーツ人口の急激な増加と競技の多様化とともに、

それに対応するスポーツ・フロアが望まれ、その必要性が重視

されています。近年のアリーナは、各種スポーツ競技のほか、コン

サートや展示会などスポーツ・イベント以外にも幅広く使用され、

従来のスポーツを重視したフロアの機能から、一歩進んだ多目的

フロアとしても併用できるフロアへと要求が変化しています。

　このため、本来のスポーツ床として、競技者の安全性と運動の

しやすさと同時に、何トンもの荷重に耐えられるイベン卜会場と

しての使用も考慮した、高耐荷重構造の床工法が必要となって

まいります。

　ジム・エース《スーパーG》は、運動競技者の安全性を重視

した性能をクリアするとともに、高耐荷重構造の床システム

であり、今までにない両性能をかね備えた、強固で安全性に

優れたシステムとして注目を集めています。

ジム・エース《スーパーG》による 運動性能の向上

　運動競技（スポーツ・イベント）で床に要求される性能の中で、一番重要な性能は安全性と快適性です。近年、各種イベントが行えるアリーナの建設が話題

になっています。そこで問題になるのは、イベント時の荷重条件を考えた場合、緩衝材１力所に加わる静荷重が大変大きなものとなり、十分な緩衝作用が働か

なくなることです。このため、安全性・快適性の性能が悪くなります。

　ジム・エース《スーパーG》は、この問題を解決するために、１力所に加わる静荷重

を分散し、床面で均一的に受けることにより、均一した床の硬さ、弾力性を発揮でき

る工法を開発しました。床面の安全性と快適性を追求した結果、デッキプレートを根

太とし、デッキプレートの底面と大引の間に保護装置付緩衝材を取り付けることによ

り、従来荷重を支持脚上部で受けていたものを、面で受けることで１力所に加わる荷

重を低減することが可能になりました。

　この工法によりジム・エース《スーパーG》は、スポーツ・イベント時での安全性・快

適性の性能を十分満足させることに成功しました。さらに、種々の荷重条件により緩

衝材の形状、硬さ等を変えることで均一な安全性・快適性の性能を維持できます。

○ジム・エース《スーパーG》の弾力性
　高耐荷重用の床は、使用部材の強度・重量が大きくなることから、緩衝材

を支持脚と大引の間に設置する従来の工法では、十分な緩衝性能を確保

することが困難となります。

　ジム・エース《スーパーG》は、デッキプレートと大引の間の保護装置付緩

衝材により、荷重を面で受け分散させ、どのポイントでも弾力性値（Y)、

緩衝効果値（U)のバラツキを小さくし、高い振動の減衰性を保ち、常に均一

な安全性・快適性を発揮する工法です。
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ジム・エース

SUPERGスーパーG

3,000kg荷重時

5,000kg荷重時

100

100

特長.2
SOMENOの新技術がアリーナ・多目的施設の機能性を支えています。

　スポーツイベントとして使用する際の安全性・快適性の性能

を維持した上で、耐静荷重・耐久性能を考慮するという床の課

題は、あらゆる使用（荷重）条件の中で、均一な性能を維持す

ることであり、既存の工法のみでは、解決できません。

　そこで、大引とデッキプレート（根太）の間に保護装置付

緩衝材を設置し荷重を分散させ、さらに最大荷重が加わった

（例えばサーカスで象が1本足で立った）時点では、緩衝材の

性能低下を防ぐ緩衝材保護装置が働くことにより、弾力性能

を変えず常に均一な状態を保つことが可能になり、きわめて

耐久性の高い工法を開発することができました。

　このジム・エース《スーパーG》の工法によれば、さまざまな

荷重条件での耐久性を大引の強度、デッキプレート（根太）の

強度を変えることで対応できます。また、安全性・快適性に

ついては、緩衝材の形状、硬さ等を変えることで解決でき

ます。

ジム・エース《スーパーG》の 優れた耐荷重性能

○ジム・エース《スーパーG》の耐荷重性について
　スポーツ以外のイベントでは、床面に何トンもの大きな荷重が加わることもあり、運動競技に特に重要な緩衝材

1力所にかかる荷重が大きくなり、この繰り返しにより、性能低下が起こり、安全性能をそこなう結果となります。

　ジム・エース《スーパーG》は、デッキプレートの底面に保護装置付緩衝材を使用することにより、荷重を分散

し、さらに何トンもの荷重が加わった時点ではストッパー装置が働くことにより、緩衝材を保護し緩衝材の性能劣

下を防止し、常に安定した弾力性を発揮することができます。

SOMENOの
ジム・エース《スーパーG》の
優れた特殊工法によって
つくられた、東京体育館

ジム・エース《スーパーG》

●集中荷重テスト（当社研究室において）●集中荷重テスト（当社研究室において）
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番 号 名    称

1
2
3
4
5

6
7
8
9

変位測定位置
重錘誘導管（直径27㎜）
電磁石
おもり（5ｋｇ）
ゴムばね（外径80㎜、
 内径30㎜、
 厚さ100㎜
 ショアA硬度10）
受け板（直径100㎜）
荷重変換器
荷重板（直径50㎜）
支持板　　　　　

最高値 0～1.3782

最低値 -0.2～1.3782
50

40

30

20

10

0

-10

-20

-30
10 20 30 40 50

DR×DR×TR-1（cm2・sec-1）

U
=×
U
F-
1.
1×
D
R×
D
R×
TR
-1

JI
S
規
格
値
 1
5～
40

（
緩
衝
効
果
値
U
）

AACC

DDBB

鉛直積載面鉛直積載面

集中荷重積載面集中荷重積載面

デッキプレートデッキプレート

捨て張り合板 t15捨て張り合板 t15

デッキプレート幅デッキプレート幅

支持脚支持脚

フローリングボード t18フローリングボード t18

大引　　大引　　1,200 1,200 1,200

1,
20
0

1,
20
0

1,
20
0

60
0

595 5 5 5 5595 595 595 595

単位 ㎜

1,
00
0

1,
00
0

1,0001,000

300300

30
0

30
0

80
cm

試験体上面

9

1

3

4

2

5

6

7

8

+1.3782+1.3782

+1.25+1.25

+1.00+1.00

+0.75+0.75

+0.50+0.50

-0.25-0.25
-0.50-0.50
-0.75-0.75
-1.00-1.00

はねかえり
大きい
はねかえり
大きい

はねかえり
小さい
はねかえり
小さい

DD
BB
CC

AA

か
た
い

か
た
い

や
わ
ら
か
い

や
わ
ら
か
い

00

●
●
●

●

性能試験

○床の弾力性測定装置
図 -3  弾力性の評価値と物理量の関係

○試験方法
 JIS A 6519 体育館用鋼製床下地
 構成材試験方法

○試験機関
 一般財団法人 建材試験センター

○試験体
 図 -1の試験体

 測定点：A、B、C、D

質量 5Kgのおもりを80cmの高さか

ら自由落下させ、試験体上部のゴムバ

ネを介して、人間がジャンプし着地した

ときと同じ荷重を与えて、その時の人間

の持っているエネルギーを吸収する

「緩衝作用」と運動動作時に適度のは

ずみを与える「反発作用」および「振動

の減衰作用」の 3 つの要素を複合し、

その時の動的変形性状を測定する装置

（図 -2) により行います。測足点は、

図 -1の中央 ABCD 各点

図-2

図 -1
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ジム・エース

SUPERGスーパーG

試 験 項 目

（単位:㎜）
測　　定　　値

ＪＩＳ規格値Ａ
載荷中央

Ｂ
支持脚近傍

Ｃ
デッキ中央

Ｄ
大引中央

鉛直
載荷
試験
（1m×1m）

最大たわみ量㎜
5000kg

各点の最大
たわみ量は
20㎜以下
最大残留
たわみ量は
1.5㎜以下

10.98 1.46

最大残留たわみ量㎜

集中
荷重
試験

0.49 0.05 0.05

最大たわみ量㎜
1000kg 4.75 4.26 0.18

最大たわみ量㎜
2000kg 11.08 10.09 0.47

最大たわみ量㎜
3000kg 13.33 12.15 0.95

最大たわみ量㎜
4000kg 15.07 13.66 1.46

最大たわみ量㎜
5000kg 16.86 15.16 2.05

最大残留たわみ量㎜ 0.47 0.32 0.09

11.47

※集中荷重試験（最大10t）まで載荷。デッキ材の変形発生（その他に大きな損傷は見られず）

ファイル名 試料名 測定点
ｃｍ

最大
変形量

Ｋｇｆ・ｃｍ

ＵＦ

ｃｍ

ＤＲ

sec

ＴＲ

sec

ＴＶＤ

̶

Ｕ

̶

ＤＲ・ＤＲ/ＴＲ

̶

Ｙ

Ａ 0.141 18.182 0.163 0.029 0.227 17.175 0.916 -0.151

Ｂ 0.157 20.205 0.177 0.029 0.227 19.021 1.076 -0.135

Ｃ 0.161 20.312 0.182 0.027 0.263 18.960 1.229 -0.114

Ｄ 0.160 20.281 0.178 0.030 0.247 19.125 1.051 -0.138

ＳＮＡ1
長野市Ｗ施設
メイン

アリーナ床

ＳＮＢ1 〃

〃

〃

ＳＮＣ1

ＳＮＤ1

試験日：平成２２年３月２３日

番 号 名    称

1

2

3
4
5

6

鋼製フレーム
　（外径216.3㎜、
 厚さ8.2㎜、
 幅40㎜）
鋼製ヘッド
　（曲率半径50㎜、
 直径50㎜）
おもり（1.34Kg）
加速時計
ゴム板（厚さ8㎜、
 ショアA硬度37、
 大きさ300×150㎜）
つり金具

300㎜
×

300㎜（           ）試験体

20
cm

6～
7m
m

6

5

3

4

1

2

5m
m

100

86

60

40

20

0
0 1510 20 30 40 50

H市体育館H市体育館

運動動作時の床の硬さに関する使用感
（硬さがちょうどよいと答えた生徒に対する割合：％）

A

E

B

F

D

K

C
J
G

H

I

 ：物理量の代表値
 ：物理量の範囲
 ：ジム・エース スーパーG
 ：JIS規格値
A～E ：木造床下地
F ：鋼製床下地
G～J ：塗床

 ：物理量の代表値
 ：物理量の範囲
 ：ジム・エース スーパーG
 ：JIS規格値
A～E ：木造床下地
F ：鋼製床下地
G～J ：塗床

50

30

40

20

10

0
200 1510 30 40 50

7

H市体育館H市体育館

運動動作時の傷害事故の発生率（1年間の延べ発生率：％）
I

J

KH

G

C
D

B

F

E

A

 ：物理量の代表値
 ：物理量の範囲
 ：ジム・エース スーパーG
 ：JIS規格値
A～E ：木造床下地
F ：鋼製床下地
G～J ：塗床

 ：物理量の代表値
 ：物理量の範囲
 ：ジム・エース スーパーG
 ：JIS規格値
A～E ：木造床下地
F ：鋼製床下地
G～J ：塗床

図-4
この装置は、人間の頭部をモデル化

したもので、実際の頭部と近似させ

ており、質量3.85kgのへッドモデル

を20cmの高さから自由落下させ、

床に衝突したときの加速度を測定す

る装置(図-4)により、転倒した際の

頭、膝、肘、腰などを打ちつける衝突

時の衝撃を緩衝して、傷害の程度を

小さくする性能を求めます。測定点

は、図-1の中央ABCD 各点

測定点ABC各点に荷重板（300㎜×300㎜の角板）を

セットし、オイルジャッキにより1t・2t・3t・4tと荷重をか

けていき、5tまで鉛直載荷した後の最大たわみ量を測定

します。次に除荷後15分放置し、残留たわみ量を測定し

ます。JIS規格値満足する数値でなくてはなりません。測

定点は、図-1左側の載荷中央、大引中央支持脚近傍

○床の硬さ測定装置（ヘッドモデル) ○集中荷重5t・3t試験

○長野W施設試験体集中荷重5t試験結果

○JIS A 6519性能試験結果○緩衝性値(U)について

図 - 6   運動動作時の傷害事故の発生率と物理量の関係図 - 5   運動動作時の床の硬さに関する使用感と物理量の関係

JIS A 6519の規格値は15～40です。学校体

育館床の安全性に関するアンケート調査結果

から運動動作時の床の硬さに関する使用感と

物理量の関係・障害経験と物理量の関係から

20～30の床が良いとされています。今回の

長野W施設の床の場合は、熟達者あるいは

プロの競技者が競技する場合もあり、使用感

上の緩衝作用の物理量の最適値は、18前後が

最適値で、大変バラツキの少ない満足される

数値です。
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ジム・エース

SUPERGスーパーG

カナディアンハードメープル t26.2
セレクトアンドベター 捨張合板 t15

制震鋼板デッキプレート
UA75×t1.2

大引
□-75×75×3.2 ＠1,200

支持脚
48.6φ×2.3 ＠1,200×1,200

■ 仕様

 ３トン用： 大引口 -75x75x3.2 @1,200×1,200

  根太デッキプレートUA75×tI.2

  支持台φ48.6x2.3 レベル調整ボルト M20

 ５トン用： 大引□ -100x100x3.2 @l,200x1,200

  根太デッキプレートUA75×tI.6

  支持台φ48.6x2.3 レベル調整ボルト M22

 仕上材： フローリングボード

  （カナディアン・メープル ) t19.8-t26.2

  大型積層材 t18

 捨張り： 耐水合板 t 15

大型積層材 t18
またはフローリングボード等

捨張合板 t15 デッキプレート
UA75×t1.6

大引 □-100×100×3.2

支持脚 φ48.6×2.3t

@
1,
20
0

@
1,
20
0

@
1,
20
0

@1,200@1,200@1,200

1,800 1,800

595 595 595 595 595
5

5

5 5 5 5 5

91
0

91
0

91
0 5.
99
5
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ジム・エース

SUPERGスーパーG

鋼製床下地材

施 工 例
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施工例
1

東京体育館

SOMENOの技術が東京体育館を支えています。

○施工概要

　名　称／東京体育館

　所在地／東京都渋谷区千駄ケ谷1

○メイン・アリーナ／床面積：3,220㎡（46×77m）

○サブ・アリーナ／床面積：1,330㎡（35×38m）

    280㎡（9×31m）練習コート

○仕上材／カナディアンメープル t26.2  捨張合板 t15

○下地材／根太：デッキプレート（カルマ）UA75×2.1

　 大引：H形鋼125×125×6.5×9 @1,800

　 支持脚：角形鋼管100×100×3.2 @l,800×2,400

○緩衝材／保護装置付緩衝材

スーパーG‒5000形

　メイン・アリーナ、サブ・アリーナ、室内
プールの三つの主な体育施設が曲面体の
空間で構成されており、規模・施設内容とも
日本を代表する画期的な体育館です。

　スポーツの安全性・弾力性・緩衝性に優れ
たSOMENOジム・エース（スーパーG）の
技術が東京体育館を支えています。
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ジム・エース

SUPERGスーパーG
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○施工概要

施工例
2

北海道立総合体育センター
（北海きたえーる）

スーパーG‒5000形

　豊かな自然と親しみやすく魅力的な場の創成

をテーマに、国際レベルの競技会を含め、多様な

スポーツニーズに対応できる、スポーツ振興の拠

点として建設された「北海道立総合体育セン

ター」は、スポーツや目然環境を市民交流の機会

の場としてとらえ、パブリックスペースを豊かに構

成デザインされています。

○メイン・アリーナ／床面積：3,865㎡（84.6m×49.7m）
○仕上材／カバ・フローリング t18  捨張合板 t12+t9
○下地材／根太：デッキブレートUA75×t1.6  大引：角形鋼管100×100×3.2
○緩衝材／保護装置付緩衝材

名　称：北海道立総合体育センター
所在地：北海道札幌市豊平区豊平5条11丁目
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ジム・エース

SUPERGスーパーG

○施工概要

施工例
3

サオリーナ
（SAORINA）

スーパーG‒5000形

　大規模スポーツ文化施設の「津市産業・スポー

ツセンター」内に併設。多目的でさまざまなイベン

トが開催できる機能性と全国レベルの大会開催

にふさわしい風格を備えたメインアリーナです。

○アリーナ／床面積：3,174㎡（69ｍ×46ｍ）
○仕上材／積層フローリング t18（表面単板ヨーロピアンメ－プルｔ6）捨張合板 t15
○下地材／根太：デッキプレートUA75×t1.6  大引：100×100×3.2
○緩衝材／保護装置付緩衝材

名　称：サオリーナ（SAORINA）
所在地：三重県津市北河路町19番地
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○施工概要

施工例
4

東町運動公園体育館
（アダストリアみとアリーナ）

スーパーG‒5000形

　プロスポーツを間近で見ることもできるスポー

ツコンベンションの拠点として、また、大規模イベ

ントや展示会も開催できる会場として充実した

機能を備えた県内最大級の多目的施設です。

○アリーナ／床面積：3,255㎡（69ｍ×46ｍ）
○仕上材／カナディアンハ－ドメイプル t26.2  捨張合板 t15
○下地材／根太：デッキプレートUA75×t1.6  大引：100×100×3.2
○緩衝材／保護装置付緩衝材

名　称：東町運動公園体育館（アダストリアみとアリーナ）
所在地：茨城県水戸市緑町２丁目
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ジム・エース

SUPERGスーパーG

○施工概要

施工例
5

大浜体育館
（大浜だいしんアリーナ）

スーパーG‒5000形

　プロスポーツの迫力あるゲームを、臨場感あふ

れる客席から観ることができる大アリーナは、時

に市民スポーツの場として、時に様々な大会の会

場として、スポーツの魅力を発信します。

○大アリーナ／床面積：2,194㎡（48.5m×44m）
○仕上材／積層フローリング t18（表面単板スノ－バ－チ t6ササクレ抑制処理加工）捨張合板 t15
○下地材／根太：デッキプレートUA75×t1.6  大引：100×100×3.2
○緩衝材／保護装置付緩衝材

名　称：大浜体育館（大浜だいしんアリーナ）
所在地：大阪府堺市堺区大浜北町５丁目
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○施工概要

　名　称／国立代々木競技場  第二体育館

　所在地／東京都渋谷区神南2-1-1

○メイン・アリーナ／床面積：1,300㎡（33.2m×41m）
○仕上材／アサダ・フローリング t24  捨張合板 t15
○下地材／根太：デッキプレートUA75×t1.2
 大引：角形鋼管100×100×3.2

○緩衝材／保護装置付緩衝材

施工例
6

第二体育館  国立代々木競技場
スーパーG‒3000形

　東京オリンピック（1964年）大会のバスケッ
ト会場として建築され、バスケットの殿堂・専
用体育館として多くのドラマを刻んできまし
た。近年では立地条件、施設規模から国際大
会、全国大会のスポーツ大会をはじめ地域の
大会まで、幅広い体育・スポーツ会場として多
くの人々に利用されています。

○施工概要

　名　称／宮城県総合体育館グランディ・21

　所在地／宮城県宮城郡利府町菅谷字舘40-1

○メイン・アリーナ／床面積：3,740㎡
○サブ・アリーナ／床面積：843㎡
○仕上材／カナディアンメープル t26.2  捨張合板 t15
○下地材／根太：デッキプレート（カルマ）UA75×t1.6
 大引：角形鋼管100×100×3.2

○緩衝材／保護装置付緩衝材

施工例
7

宮城県総合体育館（グランディ２１）
スーパーG‒5000形

　外観は2枚の葉っぱをもたれかけさせた形
状で柔らかくスムースなフォルムを表現し
周囲との景観の調和を図っています。
　国際大会をはじめとした国内外の大規模な
スポーツ大会・幼児から高齢者まで、各種
イベントやレクリエーションが楽しめる総合
施設です。
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SUPERGスーパーG

○施工概要

施工例
8

高崎アリーナ
（TAKASAKI ARENA）

スーパーG‒5000形

　高崎駅の線路に挟まれた不整形な敷地に建て

られた大小2つのアリーナ。主アリーナは折り紙

状の構造を利用して自然光を取り入れる自律的光

環境を実現。市民利用からプロスポーツ・国際大

会まで開催できる高機能アリーナです。

○メインアリーナ／床面積・天井高：有効スペース 42m×85m、天井高 17.5m～19m
○仕上材／積層フローリング t18（表面単板カバｔ6）捨張合板 t15
○下地材／根太：デッキプレートUA75×t1.6  大引：100×100×3.2
○緩衝材／保護装置付緩衝材

名　称：高崎アリーナ
所在地：群馬県高崎市下和田町四丁目1番18号
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someno.co.jp

本 社・工 場 茨城県牛久市猪子町648
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